
特集 「子ども達の学力を伸ばす」第２弾
ふくしま学力調査の分析から

ふくしま学力調査（５月実施 ４・５・6年生）の結果について、該当学年については分析結
果を配付したところです。ふくしま学力調査は、ひとりひとりの学力の伸びをみることができる
調査になっており、それぞれの個票にその結果が反映されています。
学校としても、ひとりひとりの学力の伸びを分析し、その子の強み・弱みを見極め、学力向上

を図ることができるよう、授業や個別指導に生かしています。

個票を学習に役立てる（個票の見方と活用：参考例 サトシさん）
例として、左のような結果を見てみましょう。

これは、算数の結果を表しています。
サトシさん（架空の児童です）は、５年生で

す。3年生までは算数が好きでした。4年生にな
ると、かけ算やわり算の数が大きくなってくる
頃から、計算が苦手になっていきました。「分か
らなくても、まあいいか。」と、難しそうな問題
には真剣に取り組まなくなりました。計算が面
倒な図形の問題もさけるようになってしまいま
した・・・。勉強に実が入らなくなり、ゲーム
ばかりするようになっていきました。

○個票をみると、学力レベルが５から３に下がってしま
いました。

○期待される範囲内の下に位置しています。
○得意なところは、「データを活用する力」です。
○「測定する力」は県の5年生平均レベルです。
○「数と計算」や「図形」の問題が弱みとなってきてい

ます。

●4年生のときの学習から、復習していく必要がありそ
うです。

これはあくまで例ですが、このように結果から分析できることを、今の学習に生かしていくこ
とが大切です。学校でも、個々の個票をもとに「個別最適な学び」を考えて授業改善や個別指導
とを行っています。また、生活習慣の改善も鍵になりますので、ご家庭でも、家庭学習の様子な
どを見ていただけますようお願いいたします。
※サトシさんは、5年生でのがんばりで、きっと6年生の時には学力が向上しています(*^o^*)

質問紙から見えてくる「さめっ子」の素晴らしさ！Part２
今回のふくしま学力調査の質問紙の結果からも、さめっ子の素晴らしさがたくさん見られました。

難しいことでも失敗を恐れないで挑戦していますか？

鮫川小学校の子どもたちは、失敗を恐れず挑戦する気持ちが高いことがわかります。まだ、自分
に自信が持てない子どもたちがいることも見えてきました。自己肯定感を高めて､どんどんチャレ
ンジできるさめっ子に育っていけるように、一緒に頑張っていきましょう。
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難問に挑戦は今回はお休みします

前回の問題の正解者
１年 大森 結心 さん
２年 中川西翔太 さん ２年 赤坂 嘉信 さん
２年 常盤 奏陽 さん（初(*^o^*)）
４年 大森 心陽 さん ４年 宗田凜乃音 さん
４年 阿久津颯太 さん ４年 関根 光優 さん
４年 関根 崚 さん ４年 関根 真来 さん
４年 大森 一葉 さん（初(*^o^*)）
５年 常盤 悠希 さん ５年 関根 優奈 さん

今回の難問の正解者の数は、１３名！（初(*^o^*)）が２名！うれしい！
みんなチャレンジありがとう。

難問に挑戦（前回の回答編）

正解は５通りあります。

４ ８ ０ ８ ４

２ と４ と５と９と７

１ ２ ２ ４ ３

～～お家の人と一緒に考えてみよう～～

鮫川小学校
「みんなのやくそく」

これは、鮫川小学校のみん
なのやくそくです。みんなが
気持ちよく勉強できるように
するための決まりです。
学校は、集団生活（みんな

が一緒に生活すること）を学
ぶ場でもあります。
一人一人の人権を守り、社

会に出てからも正しい判断を
し、実行していく力を身に付
けるための大切な約束事です。
もちろん、これは最低限のも

ので、解釈の仕方によっては、
間違いになることもあります。

例えば、
「やくそくに書いていない
からこれは持ってきてもいい」

とか、
「髪の毛を染めてはいけない」
とは書いていないからピンクに
そめても大丈夫」とか・・・。
本当にそうでしょうか？

周りの人のこと、友達のこと
を考えて、みんなと一緒に生活
する上で、どうしたらよいか、
しっかり判断できる人になって
欲しいです。


